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発熱（38℃以上）

発 熱 嘔 吐 下 痢 腹 痛 誤 飲咳・喘 鳴 発 疹・湿 疹 けい れ ん 豆の 誤 嚥 熱 中 症 転 倒・頭を打った便 の 色 の異常

子どもが熱を出した！

熱が出たとき、どうしたらいいの？

熱はいったん下がったけど…

熱性けいれん

お子さんの次の症状を観察し、医療機関受診の参考にしてください。

　子どもは、夕方から夜にかけて発熱することが多いものです。そこで、ご両親が
あわてても、決して良いことはありません。もし、お子さんの体温が38.5℃程度
までで、機嫌よく遊んでいるか、すやすや眠っているようなときは、あわてずに
様子をみていてください。
　お子さんがフラフラする場合や、機嫌が悪い場合は、診察を受けましょう。

 過ごしやすい環境を整える
　熱の出始めは顔色が悪く、手足が冷たくなり、寒気がします。寒気があるときは、服や掛け物を１枚増や
したりして、暖かくしてあげてください。
　熱が上がりきると、顔色が赤く、手足が温かくなります。暑さを感じるようになったら、涼しくしてあげ
てください。服を着せすぎると、熱がこもって下がりにくくなります。

 気持ちよく過ごすために
発熱の原因を取り除くことはできませんが、体を冷やすことで子どもが気

持ちよく過ごすことができます。高熱があり、本人が嫌がらなければ冷たい
水を入れたビニール袋などでクビの両脇やわきの下、太ももの付け根を冷や
すと効果的です。
注意！  
ビニール袋に氷を入れる場合、小さな氷塊５つ程度に止めてください。氷

を多く入れてしまうと、冷たすぎて子どもが嫌がったり、触れている部分が
凍傷になったり、顔色が悪くなってしまうことがあります。

 水分補給をしっかりと
熱が高いと、体の水分が失われます。脱水症状にならないためにも、湯ざまし、麦茶、経口補水液などで

水分補給をしっかり行いましょう。

 解熱剤を使う
本人に処方された解熱剤（熱を下げる薬のこと）があるなら、使ってみてもよいでしょう。解熱剤には、

内服するものと、肛門から入れる坐剤があります。解熱剤で熱が下がり始めるには、約30分程度かかります。
解熱剤で熱が下がっても、下がっている時間は約４～５時間で、時間が過ぎれば、また熱が上がってきます。
注意！  
解熱剤の中には、「水ぼうそう（水痘）」や「インフルエンザ」に使ってはいけないものもあります。処方さ

れた解熱剤が水ぼうそうやインフルエンザにかかった時に使ってもよいものか、必ずかかりつけ医に確認し
ておきましょう。

体温が38℃に下がって、すやすや眠り始めるか、機嫌がよくなるようなら、大した病気ではないことが
多いのです。体温は下がったのに、まだ機嫌が悪い、グズる、呼吸が荒いなどの症状があれば、診察を受け
ましょう。
子どもの熱が下がっても、大変ですが、数時間ごとにビニール袋の水を入れ替えてあげましょう。
朝になったら、落ち着いてかかりつけの小児科を受診しましょう。

熱が上がるときにけいれんを起こすことがあります。初めてのけいれんや長時間続くけいれんは診察を受
けましょう。けいれんについては、Ｐ15「けいれん（ひきつけ）」もご覧ください。

月齢３か月未満 月齢３か月～６歳

かかりつけの小児科
休日・夜間は休日夜間診療所
又は救急医療機関を受診しま
しょう

１つ以上
あてはまる

あてはまる
症状はない

□元気がなく、ぐったりしている
□１日中ウトウトし、よく眠れない
□吐き気がある
□呼吸が荒い
□おしっこが出ない、水分がとれない

しばらく家で様子をみてみましょう
ただし、症状が悪化した場合、変わらず続く場合は医療機関を受診しましょう


